
8 頁広報とままえ　４月号

　
朝
か
ら
苫
前
ら
し
い
強
い
風
が
吹
く

中
、
第
20
回
北
海
道
凧
あ
げ
大
会
・
第

39
回
苫
前
町
凧
あ
げ
大
会
が
２
月
26
日

（
日
）と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
付
近
を

会
場
に
、
町
内
外
か
ら
約
２
５
０
０
人

の
来
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　
開
会
式
で
は
大
会
長
の
森
町
長
、
田

澤
己
榮
樹
実
行
委
員
長
挨
拶
の
後
に
、

古
丹
別
小
学
校
６
年
の
田
渕
楓
馬
く
ん

と
同
校
６
年
の
渡
部
京
佳
さ
ん
が
元
気

ハ
ツ
ラ
ツ
に
選
手
宣
誓
で
開
会
し
た
。

　
昨
年
ま
で
三
部
構
成
で
行
っ
て
い
た

凧
あ
げ
競
技
を
四
部
構
成
に
変
更
し
て

行
わ
れ
た
大
会
で
は
、
山
側
か
ら
吹
き

つ
け
る
強
弱
の
風
に
、
参
加
者
の
多
く

が
大
苦
戦
。
あ
が
り
か
け
て
い
た
凧
が

落
下
し
た
り
、
他
の
凧
と
絡
ま
っ
た
り

と
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
発
生
し
た
。

　
ま
た
、
連
凧
や
大
凧
も
あ
ま
り
に
強

い
風
に
糸
が
切
れ
た
り
、
勢
い
よ
く
落

下
し
た
た
め
凧
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る

な
ど
、
凧
か
ら
目
が
離
せ
な
い
状
況
に

四
苦
八
苦
し
て
い
た
。

　
競
技
終
了
後
は
、
天
候
の
関
係
が
大

き
く
影
響
し
て
か
、
そ
ば
・
う
ど
ん
の

販
売
や
シ
ー
フ
ー
ド
カ
レ
ー
、
ホ
タ
テ

稚
貝
の
味
噌
汁
の
無
料
配
布
な
ど
温
か

い
食
べ
物
に
人
気
が
集
中
し
た
。

　
留
萌
出
身
の
「
弥
勒
（
み
ろ
く
）」

に
よ
る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し
ん
だ
後
、
表
彰
式

で
は
友
好
市
の
桑
名
市
（
旧
長
島
町
）

か
ら
の
副
賞
が
第
１
位
で
渡
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
の
も
ち
ま
き
で
は
ま
か
れ
る

餅
に
引
換
券
が
つ
い
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
多
く
の
来
場
者
が
夢
中
で
餅
を
拾

っ
て
い
た
。

最優秀賞 第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 第６位 第７位 第８位 第９位 第10位

親子の部
安田　衣咲
安田　早苗

西　　胡春
西　　大志

清水　美和
清水　勧一

北岡　　天
北岡　樹利

天谷　　心
天谷　里菜

年代こうが
年代　佳樹

猪股　真央
猪股　祥子

宮前　憧子
宮前　香弥

松浦　史奈
松浦　隆史

梅田　大晴
梅田　有宏

越後　翔心
越後　　仁

小学１・２
年生の部

安田　颯汰 嶋崎　彩那 久保慧太郎 千葉　彩心 蓮見侑梨愛 加賀谷柊次 桧森　倫太 河端　伶拓 松尾　空斗 名畑　光晟 下田ひより

小学３・４
年生の部

金子慎太郎 鈴木　一真 西　　志尚 杉本　大佑 赤塚　凌汰 本田　愛珠 河端　美桜 茂木　　亮 石井しずく 坂川　晃寛 林　　優汰

小学５・６
年生の部

猫島　菜央 篠原　由衣 松浦　美亜 青柳沙弥香 旭　　三宝 星野　汐音 北村　和輝 勝野いくみ

中学生の部

嶋崎　空都
金子　真彩
嶋崎　海都
井上　大輔

本田　脩陽
本間　慎弥
堀井　勇人
石川　真子

佐藤　真夕
佐藤　達哉
木村　皐月
小林　志乃

千葉　優花
川村　茉以
能登　隼輝

高校・一般
の部

佐々木　豊 飯沢　明也 青柳　　登 川谷　英夫

大凧の部
株式会社
東北建設

有限会社
無限樹

有限会社
猪股石油店

青柳　誘孝

連凧の部
猿払
凧の会

古丹別
スキー
少年団

桑名
はまぐり
Ａチーム

チーム
太一

特別賞 (苫前建設協会 )　親子の部　宮前　憧子・宮前　香弥
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9 頁広報とままえ　４月号

３
月
19
日
（
月
）

古
丹
別
小
学
校

３
月
20
日
（
火
）

苫

前

小

学

校

３
月
24
日
（
土
）

苫

前

保

育

園

３
月
27
日
（
火
）

古
丹
別
保
育
所

３
月
１
日
（
木
）

苫
前
商
業
高
等
学
校

３
月
12
日
（
月
）

苫

前

中

学

校

３
月
13
日
（
火
）

古
丹
別
中
学
校

　春の足音が近づく中、町内の各学校・保育園（所）で卒業式・卒園式が開催された。
　各学校の卒業式では、あわせて小学生33名・中学生25名が新たなステージへの旅立ちを迎えた。式典では
学校生活での楽しかったこと、辛かったことなどが頭をよぎり目頭を押さえる卒業生や小さかった我が子の
成長を振り返るように感無量の表情で保護者も式典を見つめていた。
　卒業証書が一人ひとりに手渡された後の式辞や祝辞では、卒業を迎えたことはそれぞれの努力はもちろん、
家族、先生、先輩や地域の方々などたくさんの支えがあったことを忘れてはいけない。常に感謝の気持ちを
持つこと、そして東日本大震災を機にクローズアップされた「絆」を大切にという言葉が卒業生に贈られた。
　在校生の送辞では、私たち在校生も先輩の皆さんが築き上げた伝統を守り、充実した学校生活を送ってい
きたいと述べた。また、卒業生からの答辞では、先生の教えに納得できず、反抗や失礼な態度をとったこと
もあったが今となっては理解できる。無事に卒業することができ、親のありがたさを知った。これまで育て
ていただき、寛大な心で見守ってくれた両親に改めて感謝したいと述べた。
　一方、保育園（所）での卒園式では、あわせて18名の園児が保育修了を終了した。一人ひとりの園児に保
育証書が渡され、園児は満面の笑顔で保護者に保育証書を手渡していた。理事長や園長先生は挨拶で、保育
証書を受け取る姿は大変立派にたくましく成長したと感じた。学校生活を過ごすためには、元気にあいさつ
できるように、間違いや失敗を怖れずやり抜く人に、そして決まりや約束を守ることができる優しい思いや
りのある人になってくださいと話すと、卒園時からは元気な返事が返ってきた。その姿に保護者もたくまし
さを実感しているような表情で見つめていた。

「広報とままえ」に皆様からの声を！
　身近な珍しい出来事、珍品、奇品、おもしろい話、自分の体験談、趣
味、作品などをお待ちしております。
　さらに、広報誌に対する意見・要望などもお寄せくだされば幸いです。
　また、広報誌に掲載されている画像がほしい（電子データによる配布
のみ）などの希望にも応えていきたいと思います。

お問い合せ　企画振興課広報広聴係
☎64－2212　FAX64－2142　

E-mail　koho@town.tomamae.lg.jp
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10 頁広報とままえ　４月号

　
２
月
23
日
（
木
）
に
苫
前
小

学
校
（
岩
村
直
幸
校
長
）
体
育

館
で
同
校
６
年
生
10
名
を
対
象

の
「
子
ど
も
の
心
に
響
く
道
徳

教
育
」
が
札
幌
市
在
住
の
田
中

哲
也
さ
ん
を
講
師
に
招
き
行
わ

れ
た
。

　
体
験
談
か
ら
努
力
や
困
難
に

負
け
な
い
気
持
ち
の
大
切
さ
、

生
き
る
自
覚
を
深
め
る
目
的
で

開
催
。
講
師
の
田
中
さ
ん
は
大

学
在
学
中
に
事
故
で
右
足
を
失

う
も
障
が
い
者
ス
キ
ー
と
出
会

い
、
練
習
を
重
ね
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
長
野
・
ソ
ル
ト
レ
イ
ク

大
会
日
本
代
表
で
活
躍
。
現
在

は
自
転
車
競
技
で
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ロ
ン
ド
ン
大
会
を
目
指
し

て
い
る
。

　
田
中
さ
ん
は
「
足
を
切
断
し

て
も
前
向
き
に
な
れ
る
の
は
、

楽
し
く
生
き
た
い
か
ら
。
失
わ

れ
た
も
の
を
数
え
ず
、
残
っ
た

も
の
を
最
大
限
に
活
か
し
て
ほ

し
い
」
と
熱
く
語
っ
た
。
そ
し

て
「
１
日
を
精
一
杯
生
き
て
、

後
悔
を
し
な
い
よ
う
今
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
」
と
児
童
へ
エ

ー
ル
を
送
っ
た
。

　
２
月
23
日
（
木
）
に
古
丹
別

中
学
校
（
北
村
安
雄
校
長
）
で

全
校
生
徒
を
対
象
に
し
た
「
薬

物
乱
用
防
止
教
室
」
が
羽
幌
警

察
署
生
活
安
全
課
の
三
浦
文
郷

係
長
を
講
師
に
開
催
さ
れ
た
。

　
自
分
に
は
無
縁
と
思
う
こ
と

が
一
番
危
険
で
あ
り
、
薬
物
は

身
近
な
と
こ
ろ
ま
で
迫
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
た
。

　
さ
ら
に
、
タ
バ
コ
は
入
門
薬

物
と
言
わ
れ
、
未
成
年
か
ら
吸

っ
て
い
る
と
飲
酒
、
大
麻
、
覚

醒
剤
と
薬
物
の
乱
用
に
発
展

し
、
や
が
て
犯
罪
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
、
タ
バ
コ

は
非
行
の
入
口
と
言
わ
れ
て
い

る
た
め
、
タ
バ
コ
や
お
酒
は
き

ち
ん
と
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
。

そ
し
て
、
現
代
で
は
薬
物
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
購
入
で

き
、
一
度
手
を
出
す
と
ど
ん
ど

ん
深
み
に
は
ま
っ
て
い
く
の

で
、
絶
対
手
を
出
さ
な
い
よ
う

に
と
述
べ
て
い
た
。

　
２
月
29
日
（
水
）
に
苫
前
中

学
校
（
外
山
一
正
校
長
）
２
年

生
12
名
の
生
徒
が
自
分
の
希
望

す
る
事
業
所
で
職
場
体
験
を
行

っ
た
。

　
将
来
の
自
分
自
身
の
進
路
を

考
え
る
う
え
で
の
き
っ
か
け
づ

く
り
と
し
て
行
わ
れ
た
が
、
職

場
へ
の
依
頼
も
生
徒
が
自
ら
電

話
連
絡
し
調
整
等
を
行
っ
た
。

　
生
徒
は
、
と
ま
ま
え
温
泉
ふ

わ
っ
と
、
苫
前
郵
便
局
、
消
防

苫
前
支
署
な
ど
に
分
か
れ
、
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま

で
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
体
験
し

た
。

　
有
限
会
社
猪
股
石
油
店
に

は
、
旭
一
向
く
ん
と
高
橋
雄
也

く
ん
が
訪
問
、
給
油
の
た
め
に

来
店
し
た
車
に
「
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
」と
大
き
な
声
で
挨
拶
、

車
の
窓
拭
き
や
窓
際
に
残
っ
て

い
る
雪
を
取
り
除
く
作
業
を
少

し
肌
寒
い
中
行
っ
た
。
給
油
が

終
了
し
た
後
も
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
の
掛
け
声

が
響
き
、
学
校
生
活
で
は
で
き

な
い
体
験
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

　
全
国
商
業
高
等
学
校
協
会
主
催

の
９
種
目
あ
る
検
定
で
１
級
を
３

種
目
以
上
合
格
し
た
生
徒
へ
送
ら

れ
る
表
彰
で
本
年
、
苫
前
商
業
高

等
学
校
（
小
笠
原
茂
美
校
長
）
を

卒
業
す
る
生
徒
23
名
の
中
で
８
名

が
該
当
と
な
り
、２
月
29
日（
水
）

に
発
表
さ
れ
た
。

　
そ
の
８
名
の
内
訳
は
、
３
種
目

合
格
者
３
名
、
４
種
目
合
格
者
２

名
、
５
種
目
合
格
者
２
名
、
そ
し

て
６
種
目
合
格
者
が
１
名
。
前
年

と
比
べ
３
種
目
以
上
合
格
者
数
は

減
っ
た
も
の
の
、
全
国
で
の
合
格

率
が
10
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
と
い
う

難
関
で
同
校
初
と
な
る
英
語
検
定

１
級
取
得
や
３
年
ぶ
り
と
な
る
６

種
目
合
格
な
ど
職
業
高
校
の
特
徴

を
活
か
し
た
結
果
と
な
っ
た
。

　
学
科
主
任
で
も
あ
る
古
市
義
一

教
諭
も
「
３
年
ぶ
り
の
６
種
目
取

得
や
初
と
な
る
英
語
検
定
取
得
は

す
ば
ら
し
い
。
今
後
、
後
輩
達
の

意
欲
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
期

待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
英
語
検
定
を
取
得
し
た
中
嶋
太

良
く
ん
は
「
本
番
の
試
験
は
練
習

問
題
よ
り
も
簡
単
だ
っ
た
の
で
自

信
が
あ
っ
た
。
卒
業
後
は
地
元
の

Ｊ
Ａ
苫
前
町
に
就
職
す
る
の
で
、

取
得
し
た
資
格
を
活
か
せ
る
よ
う

が
ん
ば
り
た
い
」
と
話
し
た
。

　
ま
た
、
３
年
ぶ
り
の
６
種
目
取

得
し
た
渡
邊
智
樹
く
ん
は
「
６
種

目
と
一
番
多
く
資
格
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
、
う
れ
し
い
。
補
習

授
業
で
自
由
時
間
が
無
く
て
つ
ら

か
っ
た
け
ど
、
我
慢
強
さ
が
身
に

つ
い
た
と
思
う
。
専
門
学
校
に
進

学
す
る
の
で
、
こ
の
経
験
を
活
か

し
た
い
」
と
話
し
た
。

　
苫
前
商
業
高
等
学
校
で
は
、
１

年
生
の
頃
か
ら
職
業
を
意
識
し
た

指
導
や
資
格
を
意
識
し
た
指
導
の

ほ
か
、
職
業
体
験
や
同
校
卒
業
者

か
ら
体
験
談
な
ど
を
学
ぶ
進
路
座

談
会
な
ど
を
実
施
、
そ
の
結
果
が

就
職
率
、
資
格
取
得
率
の
高
さ
に

表
れ
て
い
る
。
本
年
の
資
格
取
得

者
は
次
の
と
お
り
。

後悔をしないよう今を大切に　～子どもの心に響く道徳教育を苫前小学校で開催～

薬物は絶対にダメ　～古丹別中学校で薬物乱用防止教室～

自分の進路のきっかけに　～苫前中学校２年生が町内事業所で１日職場体験～

努力が実を結びました！　～全国商業高等学校協会主催検定３種目以上１級合格者～

全国商業高等学校協会主催
各種検定１級３種目以上合格者
　○６種目合格者
　　渡邊　智樹
　○５種目合格者
　　猪股　祐哉、中嶋　太良
　○４種目合格者
　　蓮見　一輝、太田　祥子
　○３種目合格者
　　岡　　文哉、出町　千尋、
　　丹羽くらら
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11 頁広報とままえ　４月号

　
３
月
２
日
（
金
）
に
と
ま
ま

え
温
泉
ふ
わ
っ
と
で
水
産
物
ブ

ラ
ン
ド
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
当

地
料
理
試
食
会
が
苫
前
町
農

協
、
北
る
も
い
漁
協
、
町
商
工

会
な
ど
の
関
係
者
34
名
が
集
ま

り
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
昨
年
に
引
き
続
き
２

回
目
と
な
る
も
の
で
道
補
助
金

を
い
た
だ
き
実
施
、
地
元
の
農

産
品
や
海
産
物
な
ど
を
活
用
し

新
メ
ニ
ュ
ー
化
を
図
る
も
の
。

今
回
は
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
的
に

持
ち
帰
り
で
き
る
も
の
と
し
て

「
苫
前
な
な
つ
ぼ
し
バ
ー
ガ
ー
」

な
ど
４
品
目
を
試
作
し
、
参
加

者
が
試
食
し
た
。

　
苫
前
な
な
つ
ぼ
し
バ
ー
ガ
ー

を
試
食
し
た
参
加
者
は
「
ご
飯

で
は
な
く
、
な
な
つ
ぼ
し
の
米

粉
を
使
っ
た
パ
ン
で
挟
む
方
が

よ
い
」
な
ど
と
他
３
品
に
つ
い

て
も
概
ね
好
評
な
意
見
が
多
か

っ
た
。

　
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
で

は
参
加
者
の
意
見
を
基
に
、
販

売
に
向
け
改
良
を
重
ね
て
い
く

と
の
こ
と
。

　
３
月
２
日
（
金
）
に
公
民
館

で
公
民
館
講
座
こ
ん
に
ゃ
く
づ

く
り
が
17
名
が
参
加
し
開
催
さ

れ
た
。

　
講
師
は
小
川
在
住
の
大
西
静

江
さ
ん
、
谷
田
キ
ヨ
子
さ
ん
、

小
澤
節
子
さ
ん
の
３
人
で
、
昨

年
の
よ
う
か
ん
づ
く
り
に
引
き

続
き
本
町
の
手
作
り
名
人
が
指

導
し
た
。

　
３
人
は
普
段
、
群
馬
産
の
こ

ん
に
ゃ
く
精
粉
20
キ
ロ
グ
ラ
ム

入
り
を
ま
と
め
て
購
入
し
手
作

り
し
て
い
る
が
、
今
回
は
こ
ん

に
ゃ
く
づ
く
り
の
セ
ッ
ト
に
な

っ
た
も
の
を
使
用
し
て
行
わ
れ

た
。

　
講
師
か
ら
は
「
分
量
ど
お
り

に
計
量
し
て
」「
手
早
く
や
ら

な
い
と
こ
ん
に
ゃ
く
が
固
ま
ら

な
い
よ
」
と
指
示
、
参
加
者
も

失
敗
し
な
い
よ
う
注
意
深
く
調

理
し
て
い
た
。

　
今
回
、
参
加
者
が
作
っ
た
こ

ん
に
ゃ
く
は
持
ち
帰
り
、
事
前

に
大
西
さ
ん
ら
が
作
っ
た
こ
ん

に
ゃ
く
を
試
食
、
そ
の
出
来
映

え
に
自
分
の
作
っ
た
こ
ん
に
ゃ

く
へ
の
期
待
が
表
情
に
表
れ
て

い
た
。

　
３
月
４
日
（
日
）
に
野
球
場

で
雪
合
戦
大
会
と
雪
中
三
角
キ

ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会
が
雪

合
戦
３
チ
ー
ム
、
キ
ッ
ク
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
４
チ
ー
ム
が
参
加
し

開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
日
は
晴
天
だ
っ
た
も
の

の
少
し
肌
寒
い
中
行
わ
れ
た

が
、
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
で

は
不
規
則
に
バ
ウ
ン
ド
す
る
ボ

ー
ル
と
ぬ
か
る
む
雪
上
を
走
る

の
に
ひ
と
苦
労
。

　
ま
た
、
雪
合
戦
で
も
雪
玉
を

作
り
づ
ら
い
サ
ラ
サ
ラ
雪
に
大

苦
戦
。
水
を
加
え
な
が
ら
何
と

か
雪
玉
づ
く
り
を
行
い
試
合
へ
。

　
そ
れ
で
も
、
息
を
切
ら
し
な

が
ら
も
好
プ
レ
ー
珍
プ
レ
ー
が

飛
び
出
し
会
場
は
笑
い
を
交
え

な
が
ら
参
加
者
同
士
が
交
流
し

て
い
た
。

　
結
果
は
羽
幌
高
等
学
校
３
年

生
を
中
心
に
し
た
豚
希
チ
ー
ム

が
若
さ
を
活
か
し
両
競
技
と
も

制
し
た
。

　
３
月
６
日
（
火
）
に
公
民
館

で
留
萌
振
興
局
主
催
の
留
萌
振

興
局
管
内
ア
ラ
イ
グ
マ
・
エ
ゾ

シ
カ
対
策
研
修
会
が
管
内
各
市

町
村
よ
り
約
70
名
の
参
加
で
開

催
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
、
近
年
ア
ラ
イ
グ
マ

や
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
林
業
被

害
が
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、

狩
猟
免
許
取
得
者
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
、
電
気
柵
を
導
入
し

て
間
も
な
い
こ
と
か
ら
効
果
的

な
捕
獲
手
法
な
ど
を
学
び
、
被

害
減
少
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
た
も
の
。

　
振
興
局
環
境
生
活
課
職
員
か

ら
ア
ラ
イ
グ
マ
や
エ
ゾ
シ
カ
の

現
状
や
対
策
の
説
明
の
後
、
外

部
講
師
よ
り
捕
獲
方
法
な
ど
に

つ
い
て
電
気
柵
の
効
果
的
な
設

置
の
仕
方
や
く
く
り
わ
な
の
設

置
方
法
を
実
際
に
機
材
を
見
な

が
ら
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　
参
加
者
は
被
害
を
少
な
く
し

よ
う
と
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い

た
。

雪合戦・雪中三角キックベースボール

エゾシカ対策人材育成研修

古丹別中学校校舎前の排雪　～株式会社石山組～
　古丹別川広域河川改修工事（３工区）を実施している株式会
社石山組（石山雅博代表取締役社長）が、３月12日（月）に古
丹別中学校校舎前の排雪を地域社会貢献事業で実施した。
　翌日に卒業式を控え、来賓や保護者が来校するため大量に積
み上げられた雪の処理に苦慮していましたが、きれいに取り除
かれたお陰で安心して卒業式を挙行することができました。
ありがとうございました。

地域社会貢献事業　～まちの施設を整備していただきました～

ご当地料理開発研究事業試食会

成人講座「こんにゃく作り」成人講座「こんにゃく作り」
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12 頁広報とままえ　４月号

国
民
年
金
保
険
料
の

前
納
割
引
制
度
に
つ
い
て

　
保
険
料
の
前
納
制
度
と
は

　
国
民
年
金
に
は
、
一
定
期
間
の
保

険
料
を
あ
ら
か
じ
め
納
付
で
き
る
仕

組
み
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
保
険
料

の
前
納
制
度
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
保
険
料
の
前
納
制
度
に
は
、

現
金
払
い
に
よ
る
前
納
と
口
座
振
替

に
よ
る
前
納
、
さ
ら
に
口
座
振
替
の

早
割
が
あ
り
ま
す
。

　
現
金
払
い
の
前
納

　
保
険
料
の
前
納
は
、
原
則
と
し
て
、

一
年
ま
た
は
半
年
間
を
単
位
と
し
て
行

う
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
金
払

い
の
前
納
の
場
合
に
は
、
一
年
ま
た
は

半
年
間
を
単
位
と
せ
ず
に
任
意
の
月

か
ら
そ
の
年
度
末
の
三
月
分
ま
で
の
保

険
料
を
前
納
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
保
険
料
の
一
部
免
除
を
受

け
て
い
る
人
も
、
保
険
料
を
前
納
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

免
除
さ
れ
て
い
な
い
保
険
料
、
た
と

え
ば
四
分
の
一
免
除
で
あ
れ
ば
、
免

除
を
受
け
て
い
な
い
四
分
の
三
の
保

険
料
に
つ
い
て
、一
年
分
、六
ヶ
月
分
、

任
意
の
月
分
か
ら
年
度
末
ま
で
の
分

を
前
納
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
二
十
四
年
度
分
の
一
年
間
の

保
険
料
を
現
金
払
い
で
毎
月
納
付
す

る
と
、
一
四
、九
八
〇
円
×
十
二
月
＝

一
七
九
、七
六
〇
円
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
を
現
金
払
い
で
一
年
度
分
前
納

す
る
と
三
、一
九
〇
円
の
割
引
と
な
り
、

一
七
九
、七
六
〇
円
│
三
、一
九
〇
円
＝

一
七
六
、五
七
〇
円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
六
ヶ
月
分
の
保
険
料
を
現

金
払
い
で
前
納
す
る
と
七
三
〇
円
の

割
引
と
な
り
、
一
年
度
分
の
保
険
料

を
現
金
払
い
で
六
ヶ
月
分
ず
つ
前

納
す
る
と
、
一
七
九
、七
六
〇
円
│

七
三
〇
円
×
二
＝
一
七
八
、三
〇
〇

円
と
な
り
ま
す
。

　
口
座
振
替
に
よ
る
前
納

　
口
座
振
替
に
よ
る
保
険
料
の
前
納

に
は
、
一
年
ま
た
は
半
年
間
を
単
位

と
し
て
行
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
口
座
振
替
で
一
年
度
分
の
保
険
料

を
前
納
す
る
と
現
金
払
い
で
の
前
納

の
場
合
よ
り
も
さ
ら
に
割
引
き
さ

れ
、
年
間
で
三
、七
七
〇
円
の
割
引

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
六
ヶ
月
分
の

保
険
料
を
口
座
振
替
で
前
納
し
た
場

合
の
年
間
割
引
額
は
一
、〇
二
〇
円

×
二
＝
二
、〇
四
〇
円
と
な
り
ま
す
。

　
口
座
振
替
の
早
割

　
保
険
料
の
前
納
に
は
、
現
金
払
い

に
よ
る
前
納
と
口
座
振
替
に
よ
る
前

納
の
ほ
か
に
、
口
座
振
替
の
早
割
が

あ
り
ま
す
。

　
通
常
の
口
座
振
替
の
場
合
に
は
、

毎
月
の
保
険
料
は
翌
月
末
に
引
落
し

と
な
り
ま
す
が
、
口
座
振
替
の
早
割

の
場
合
に
は
、
毎
月
の
保
険
料
が
納

付
期
限
よ
り
一
ヶ
月
早
く
口
座
振
替

さ
れ
、
毎
月
の
保
険
料
が
当
月
中
に

引
落
し
さ
れ
ま
す
。
年
間
で
六
〇
〇

円
、
月
額
で
五
〇
円
の
割
引
と
な
り

ま
す
。

　
前
納
保
険
料
の
還
付

　
保
険
料
を
前
納
し
た
期
間
に
つ
い

て
は
、
そ
の
前
納
し
た
月
が
経
過
す

る
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
月
分
の
保

険
料
が
納
付
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ

れ
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
し
て
扱

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
を
前
納
し
た
期
間

が
経
過
し
な
い
う
ち
に
被
保
険
者
の

資
格
を
喪
失
し
た
場
合
や
第
一
号
被

保
険
者
が
第
二
号
被
保
険
者
ま
た
は

第
三
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
未
経
過
分
の
期
間
の
前
納

さ
れ
た
保
険
料
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
留

萌
年
金
事
務
所
（
☎
〇
一
六
四-

四
三-

七
二
一
一
）
ま
で
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

国
民
年
金

　
　
苫
前
川
柳
社

川
　
　
柳

着
飾
っ
て 

人
馬
一
体 

駆
け
る
夢 

苫
　
前
　
小
島 

信
子

党
派
越
え 

力
合
わ
せ
ろ 

金
バ
ッ
チ 

苫
　
前
　
斉
数 

範
章

寒
い
冬 

厚
着
の
ま
ま
で 

猫
と
な
り 

留
萌
市

　
芳
賀 

敏
美

梅
桜 

じ
っ
と
春
待
つ 

北
の
人 

札
幌
市

　
関

　 

　
武

川
柳
を 

友
に
白
寿
を 

生
き
抜
く
気 

苫
　
前
　
鎌
田 

信
夫

（
文
責
・
鎌
田
）

「
文 

芸
」

　羽幌町外２町村衛生施設組合（構成町村：苫前町・羽幌町・初山
別村）が羽幌町汐見地区（現羽幌葬斎場隣接地）に建設中の新広域
火葬場について、火葬場にふさわしい名称を募集します。
【応募資格】
　苫前町・羽幌町・初山別村在住であれば誰でも応募できます。

【応募方法】
　火葬場の名称（複数可：漢字の場合ふりがなを記入）と名称の
由来を記入し、住所・氏名・年齢・職業（学生は、学校名及び学
年）・電話番号を明記のうえ、郵送・ＦＡＸ・メール・持参のい
ずれかの方法で応募してください。（応募用紙は自由）

【応募期間】
　平成24年４月９日（月）から平成24年５月10日（木）まで

【応募・問い合せ先】
　羽幌町外２町村衛生施設組合（羽幌町字築別815番地）
電　話：６８－１００１　　ＦＡＸ：６９－５０００
メール：kirarecycle@sweet.ocn.ne.jp

【その他】
・応募の名称に係る一切の権利はすべて当組合に帰属します。
・採用者には、記念品を贈呈します。（採用された名称の応募者
が多数いる場合は抽選とさせていただきます）

羽幌町外２町村衛生施設組合

新広域火葬場の名称募集について
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13 頁広報とままえ　４月号

学びの広場

木のおもちゃ広場 オープン !!

乳幼児と保護者向け事業「本とあそぼう」
　乳幼児と保護者を対象に、おはなし
の森「ひなた」（読書ボランティア）
による絵本の読み聞かせや手遊び、パ
ネルシアターの他、設定遊びを行いま
す。
　子ども同士、親同士楽しく交流して
います。申し込みはいりませんので、
気軽に参加してください。

開催日 設定遊び  ※は持ち物

４月19日（木） 木のおもちゃで遊ぼう

５月17日（木） 音遊びと工作（ギター）

６月21日（木） わらべうた遊びと親子遊び、本屋さん遊び

７月19日（木） シャボン玉とミニプール遊び　※着替え

８月23日（木） シャボン玉とミニプール遊び　※着替え

９月20日（木） 工作（箱絵本）

10月18日（木） うちのこ写真絵本作り　※お子様の写真７、８枚

11月15日（木） 工作（でんでんだいこ）

12月20日（木） 音遊びとクッキーデコレーション　※エプロン、おしぼり

１月17日（木） ダンボール遊び

２月21日（木） 工作（紙コップ人形）

３月21日（木） わらべうた遊び&親子遊び

～あなたの学びを応援します～

苫 前 町 公 民 館
☎ 6 5 - 4 0 7 6　　FAX 6 5 - 3 2 2 0
Email:shakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp

　苫前町公民館では、子どもたちに木のおもちゃに触れ、遊びの楽しさや木のぬくもりを感じてもらうため、
木のおもちゃ広場をオープンしました。
　子どもたちに大人気の「木の砂場」や乳幼児向けの木製玩具をたくさん用意しておりますので、親子で自由
に遊ぶなど、子育ての交流の場としてご利用下さい。

場　　所　苫前町公民館エントランスホール
利用時間　月～金曜日　午前９時～午後５時まで
利用方法　利用無料、申請不要。どなたでも遊べます
　　　　　（小学生未満は保護者同伴）

※木のおもちゃの貸出も行っています。

※土・日・祝日は、苫前町公民館図書室内で木のお
もちゃを利用できます。詳しくは苫前町公民館へ
お問い合わせ下さい。

※イベント等により利用できない場合があります。

木のおもちゃのご紹介（一部）

【乳幼児向け】 【小学生向け】

利用上のルール
★小学生低学年以下のお子様だけのご利用はご
遠慮下さい。お子様をお預かりする場所では
ありませんので、必ず保護者や大人の方と一
緒に利用してください。
★お子様の安全管理は保護者の方の責任となり
ますので、お子様の側を離れないようにお願
いします。 
★当会場内での飲食はできませんので、ロビー
等の休憩スペースでお願いします。
★利用者同士の事故・トラブルにつきまして
は、一切の責任は負いかねますので予めご了
承ください。 
★当会場内は土足禁止です。裸足または靴下で
ご利用して頂きます。 
★当会場内の玩具及び物品の場外への持出は禁
止します。また、個人の遊具の持込も禁止し
ます。
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慢
性
腎
臓
病
と
い
う
新
し
い
病
気
の

概
念
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
人
の

８
人
に
１
人
は
罹
患
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
ほ
ど
多
く
の
患
者
が
い
ま

す
が
、
初
期
の
自
覚
症
状
が
な
い
た
め

に
、
ほ
と
ん
ど
の
患
者
は
自
分
が
病
気

で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
進
行
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
透
析
を

必
要
と
す
る
予
備
軍

　
腎
臓
は
毎
日
１
５
０
リ
ッ
ト
ル
の
尿

の
元
を
作
っ
て
い
ま
す
。
た
っ
た
、
握

り
こ
ぶ
し
１
つ
分
の
小
さ
な
臓
器
に
、

心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
る
血
液
の
20
％

以
上
が
流
れ
込
む
の
で
す
。そ
の
う
ち
、

体
に
必
要
な
も
の
は
再
吸
収
し
不
必
要

な
も
の
だ
け
を
最
終
的
に
１
〜
２
リ
ッ

ト
ル
の
尿
に
濃
縮
し
て
体
外
に
排
泄
し

ま
す
。
腎
臓
は
血
液
を
ろ
過
し
て
老
廃

物
や
毒
素
が
体
に
蓄
積
さ
れ
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
働
き
が
低
下

し
続
け
る
と
、
体
は
正
常
な
状
態
を
保

つ
こ
と
が
で
き
ず
「
透
析
」
を
要
す
る

状
態
に
な
り
ま
す
。

＊
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
心
筋
梗
塞
の

発
症
率
約
３
倍

　
腎
臓
は
血
液
を
ろ
過
す
る
こ
と
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
血
管
が
集
ま
っ
た
臓
器
で

す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
と

い
っ
た
心
血
管
疾
患
の
危
険
が
高
ま
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
発

症
率
は
約
３
倍
高
ま
る
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
透
析
の
リ
ス
ク
だ
け
で
な
く

全
身
に
お
い
て
深
い
関
わ
り
の
あ
る
病

気
な
の
で
す
。

＊
腎
臓
病
を
悪
化

さ
せ
な
い
た
め
に

　
慢
性
腎
臓
病
は
、
自
覚
症
状
が
な
い

た
め
に
、
早
期
発
見
と
早
期
治
療
に
よ

っ
て
腎
臓
の
機
能
を
低
下
さ
せ
な
い
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
日
常
生
活
で
は
水
分
を
し
っ
か
り
摂

り
、
塩
分
の
適
正
化
を
す
す
め
る
こ
と
で

す
。
毎
日
の
食
事
は
下
の
食
事
バ
ラ
ン
ス

ガ
イ
ド
が
参
考
に
な
り
ま
す
。

＊
定
期
的
な
健
診
で

早
め
の
チ
ェ
ッ
ク

　
腎
機
能
は
①
尿
に
タ
ン
パ
ク
が
で
て

い
な
い
か
（
尿
検
査
）
②
ク
レ
ア
チ
ニ

ン
（
血
液
検
査
）
の
値
を
み
る
こ
と
で

推
定
で
き
ま
す
。
年
に
１
度
定
期
的
に

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
町
で
９
月
と

12
月
に
実
施
す
る
特
定
健
診
で
腎
機
能

も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
苫
前
地
区
と
古
丹
別
地
区
の

健
康
相
談
で
は
尿
検
査
を
実
施
し
、
個

別
相
談
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

慢性腎臓病CKDとは？
　下記のいずれかが３ヶ月以上
持続した状態です。

①タンパク尿など腎臓の障害
　がある

②糸球体ろ過量：ＧＦＲ
　60 ml/ 分 /1.73㎡
　未満に低下

「
新
た
な
国
民
病
、慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）」

今
月
の
担
当
は
駒
井
栄
養
士
で
す
。

Dr. 小野の処方せん
骨 粗 鬆 症

　骨粗鬆症は「骨強度の低下を特徴と
し骨折のリスクが増大しやすくなる骨
格疾患」と定義された。
　中年期以降、骨は加齢とともに骨密
度が低下し、骨質が劣化して骨強度が
低下する。特に女性では閉経期とその
後の数年間に骨密度が急速に低下する。
この自然な過程に加えて遺伝的要因、
幼少期～思春期からの栄養不足、運動
不足、生活習慣などが原因で骨強度が
著しく低下した状態が骨粗鬆である。
　一次予防としては、体重維持、荷重
運動の励行、禁煙、過度の飲酒の制限
が重要である。
　食事療法としては、
カルシウムを多く含
む食品（牛乳、乳製
品、小魚、緑黄色野
菜、大豆、大豆製品）、
ビタミンＤを多く含
む食品（魚類、きの
こ類）、ビタミンＫを
多く含む食品（納豆、
緑色野菜）、果物と野菜、たんぱく質
（肉、魚、卵、豆、穀類）が重要です。
　リン、食塩、カフェイン、アルコー
ルの過剰摂取は控える。

医療法人社団オロロン会 
　苫前クリニック
　理事長　小野 哲郎 　☎ 64-9070

健 康

ばんざい
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15 頁広報とままえ　４月号

つくろう健康　幸せの未来づくり

■保険料率が変わりました。
被保険者の皆さまにお支払いいただく保険料は、２年ごとに保険料率を見直すこととなっています。

平成２４・２５年度の新しい保険料率は次のとおりです。

●均　等　割
（被保険者が等しく負担）

平成２２・２３年度 平成２４・２５年度

（年額）４４, １９２円 （年額）４７, ７０９円
（3,517 円増）

●所　得　割
（被保険者の所得に応じて負担）

平成２２・２３年度 平成２４・２５年度

１０．２８％ １０. ６１％
（0.33 ポイント増）

●賦課限度額
（１年間の保険料の上限額）

平成２２・２３年度 平成２４・２５年度

５０万円 ５５万円
（５万円増）

◆保険料の計算方法（平成２４年度）
保険料額は、被保険者が等しく負担する「均等割額」と、所得に応じて負担する「所得割額」の合計で

計算します。
均　等　割

【１人当たりの額】
47,709 円

+
所　得　割

【被保険者本人の所得に応じた額】
（前年中の所得－ 33万円）× 10.61％

+ １年間の保険料
（100円未満切り捨て）

●年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。
平成２４年度の保険料額は、７月に個別にお知らせします。

■保険料の軽減について
次の①～③に当てはまる被保険者の方は、保険料が軽減されます。（軽減の内容は平成２３年度まで
と変更ありません）

①均等割の軽減
世帯の所得に応じて、４段階の軽減があります。

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合 平成２４年度 前年度比
33 万円かつ被保険者全員が所得０円

（年金収入のみの場合、受給額 80 万円以下） ９割軽減 ４, ７７０円 約３００円増

33 万円 ８. ５割軽減 ７, １５６円 約５００円増

33 万円＋（24 万 5 千円×世帯主以外の被保険者数）
※単身世帯の方は該当しません ５割軽減 ２３, ８５４円 約１, ８００円増

33 万円＋（35 万円×世帯の被保険者数） ２割軽減 ３８, １６７円 約２, ８００円増

※軽減は、被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。
※被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

②所得割の軽減
被保険者個人の所得で判定します。

所得が次の金額以下の方　 軽減割合
所得から 33 万円を引いた額が 58 万円以下の方 ５割軽減

③被用者保険の被扶養者だった方の軽減
この制度に加入したときに被用者保険（主にサラリーマンの方が加入している健康保険）の被扶養

者だった方は、所得割はかからず、均等割が９割軽減になります。

お問い合わせ　　北海道後期高齢者医療広域連合（☎ 011-290- ５601）苫前町役場 税務町民課税務係（☎ 0164-64-2213）

後期高齢者医療ガイド

保険料率の見直しについて
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16 頁広報とままえ　４月号

住まいる情報

　
町
内
の
保
育
園
（
所
）・
小
学

校
に
入
学
す
る
園
児
・
児
童
が
安

全
に
通
園
・
通
学
で
き
る
よ
う
に

と
、
事
業
所
や
団
体
か
ら
多
く
の

寄
贈
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
贈
呈
さ
れ
た
も
の

は
、
入
園
（
所
）
式
や
入
学
式
の

際
に
園
児
・
児
童
へ
渡
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

　
た
く
さ
ん
の
贈
呈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
贈
呈
の
あ
っ
た
物
品
と

事
業
所
・
団
体
名
は
次
の
と
お
り
。

新入生が安全に通園・通学できるように　～各事業所・団体より贈呈～
物品名 事業所・団体名 物品名 事業所・団体名

交通安全冊子 留萌地区推進協・
留萌振興局

ノート
(２冊 ) ㈲藤観光バス

色鉛筆・消しゴム・ク
リアファイル 羽幌地区安協連合会 携帯ストラップ・

巾着袋 苫前町日赤奉仕団

交通安全あいうえ
お表・ぬりえ

苫前町・推進協・
安協 手提げ袋 沿岸バス㈱

マスコット(鈴 ) 苫前町商工会女性部

ワッペン

㈱みずほフィナンシャルグループ
㈱損害保険ジャパン
明治安田生命保険相互会社
第一生命保険㈱

マスコット
(ひょうたん ) 高齢者事業団

マスコット(クマ) 苫前婦人会 防犯笛 日本マクドナルド㈱

山菜採りの事故防止
　山菜採りのシーズンを迎えまし
たが、毎年山菜採りによる事故が
発生しています。その原因は、夢
中になり方向を見失うケースです。
　遭難などの事故を未然に防ぐた
め無理な行動を控え、一人ひとり
が十分に気をつけて、山菜採りを
楽しみましょう。
○行き先、帰宅予定時間などを家
族や知人に知らせる。
○単独で入山することはできるだ
け避けましょう。
○事前に天候を確認し、対応でき
るよう雨具、防寒具などの準備
も忘れずに。
○道に迷ったときは、むやみに歩
き回らない。
○ゴミは持ち帰る。

環境生活部くらし安全局
道民活動文化振興課

ＪＡ北海道厚生連 苫前厚生クリニックよりお知らせ
●４月から「午後」の診療時間が変更になります。
【内科ほか】

診療時間 受付時間
午　前 ８：３０～１２：００ ８：００～１１：４５
午　後 １３：３０～１７：００ １３：３０～１６：４５

【皮膚科】
診療時間 受付時間

診療日 隔週木曜日の午後　※予約制です。
午　後 １３：００～１７：００ １３：００～１６：１５

●「特殊外来（慢性腎臓病外来）」の開始について
　慢性腎臓病外来を開始します。（午後・予約制）
　詳しい内容を知りたい方は、当院スタッフへお問い
合わせください。

３月号広報でのＪＡ苫前厚生クリニック皮膚科の診療日
が「第２・４週のみ」と記載していましたが、「隔週」
が正しい診療日です。改めてお知らせします。

ＪＡ苫前厚生クリニック（☎６５－３５３５）

・午前は、今までと同じです。
・皮膚科は、今までと同じです。
・午後の訪問診療などで医師が外勤の際
や、予防接種でお待ちいただく場合
がありますので、ご了承願います。

・わからないことがあれば、電話でお気
軽に問い合わせ下さい。

皮膚科の外来日は
　４月：４月５日（木）、１９日（木）

　５月：５月１７日（木）、３１日（木）

　大変混み合いますので、なるべく事前の電話

予約をお願いいたします。
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17 頁広報とままえ　４月号

住まいる情報

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
苫

　
前

　
村

　
井

　
直

　
江

　
様

○
古
丹
別
　
花
　
岡
　
浩
　
子
　
様

苫
前
町
内
会
へ

○
苫
　
前
　
村
　
井
　
直
　
江
　
様

長
島
町
内
会
へ

○
長
　
島
　
丹
　
羽
　
キ
ヨ
子
　
様

長
島
老
人
ク
ラ
ブ
へ

○
長
　
島
　
丹
　
羽
　
キ
ヨ
子
　
様

 

戸
籍
の
小
箱

末

長

く

お

幸

せ

に

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

太
田
　
龍
馬
苫
前
平
林
　
　
梓
苫
前

ご
成
長
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

氏
　
名

父
／
母

出
生
日

住
所

小
泉
　
　
渉

わ
た
る

長男
武
司
／
郁
子

２
／
17

旭

太
田
　
茉ま

実み

長女
恭
平
／
　
恵

２
／
21

旭

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

氏
　
名

年
齢

死
亡
日

住
所

村
井
　
幸
治

83

２
／
27
苫
　
前

小
澤
　
博
記

41

３
／
14
小
　
川

伊
藤
仁
三
郎

89

３
／
15
古
丹
別

佐
々
木
ス
ミ

77

３
／
17
九
　
重

平成２４年度自衛隊一般幹部候補生募集
種　　　目 応募資格 締　切 試験期日

試験科目
陸上
自衛隊

一般幹部
候補生 一般要員 20歳以上 26 歳

未満の者
大学院修士取
得（見込含）
は 28 歳未満の
者

4月 27
日（金）
（締切日
必着）

１次試験
5 月 12 日（土）
5月 13 日（日）
（13日は飛行要
員のみ）
・一般教養
・専門

２次試験
6 月 12 日（火）
～ 15 日（金）
のうち指定す
る 1日
・小論文
・口述
・身体検査

３次試験
飛行要員のみ

海上
自衛隊

一般幹部
候補生

一般要員
飛行要員

技術幹部候補生
航空
自衛隊

一般幹部
候補生

一般要員
飛行要員

歯科幹部候補生

専門の大学を
卒業（見込含）
した者で 20 歳
以上 30 歳未満
の者

薬剤科幹部候補生

専門の大学を
卒業（見込含）
した者で 20 歳
以上 26 歳未満
（薬学修士学位
取得者は 28 歳
未満）

●お問い合わせ
　・各市町村自衛官募集担当官
　・自衛隊旭川地方協力本部留萌地域事務所

（☎ 0164-42-4650）

「はかり」を使用している皆様へ
　商店、工場、学校、病院などで使用されている特
定計量器（非自動はかり、分銅、おもり）のうち、
取引や証明に使用しているものは、計量法第１９条
に基づき、定期検査を２年に１度受検するよう義務
づけられています。
　検査日時については後日通知しますが、取引や証
明に使用されている方は必ず受検してください。
　また、これまで取引や証明に使用されていて、定
期検査を受けられていない方がいましたら、お手数
でも役場企画振興課商工観光係（☎６４－２２１２）
まで連絡下さいますようお願いいたします。

○小型はかり検査日程
・検査予定期日：９月１２日（水）
・場所や時間は後日お知らせします

※大型はかり検査も実施予定ですが、
時間等は後日、計量検定所より直
接連絡があります。

北海道計量検定所旭川支所

苫前町の交通事故情報
平成２４年３月の事故状況

発生件数　　死者数　　負傷者数
０件　　  ０人　  　０人
平成２４年３月末までの累計
発生件数　　死者数　　負傷者数
４件　　  １人　 　 ８人
交通事故死ゼロ日数は
３月３１日現在で 76日

東日本大震災への義援金状況
　７月26日以降、日本赤十字社苫前町分
区に寄せられた義援金で企業・団体のみ
を掲載させていただきます。
【企業・団体名】
苫前町商工会青年部、苫前商業高等学校
第46回苫商祭実行委員会、とままえ温泉
ふわっとほか個人の方からも多くの善意
が寄せられました。
　これまでの日本赤十字社苫前町分区に
寄せられた義援金の総額「3,049,335
円」は日本赤十字社へ送金しております。

風力発電の売電状況
（町営風来望３基分）

23 年度の実績 5,040,204円
　（H24.3 ～ H24.3）

平成２４年３月分の実績
供給電力量　401,690kWh

　　　　　　　5,040,204円
（昨年実績　  6,410,015円）

『消したはず 決めつけないで もう一度』
タバコによる火
災が後を絶ちま
せん。灰皿にタ
バコをためず、
寝タバコはやめ
ましょう。

住宅用火災警報
器によって火災
を早期発見でき
た事例がありま
す。寝室に火災
警報器の設置を。

火事・救急は１１９番！ 北留萌消防組合苫前支署　☎ 64-2321
古丹別支署　☎ 65-4119

春の火災予防運動実施
期間　４月２０日～４月３０日
消火器の廃棄処分方法について
不明な点がありましたら消防に
お問い合わせを

ファイヤー通信
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